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平成22年２月16日（火） 

                                           

    

○議長（中西峰雄君）順番10、１番 岡君。 

〔１番（岡 弘悟君）登壇〕 

○１番（岡 弘悟君）通告に従いまして一般

質問をさせていただきます。 

 通告内容は、一点、避難所における自家発

電とトイレ対策についてです。 

 大規模災害が発生した際、多くの被災者の

避難所となる場所、小学校、中学校の体育館

などの自家発電はどうなっていますか。私は、

学生時代に阪神・淡路大震災を経験しました

が、そのとき、電力の復旧にかなりの時間を

要したことを覚えています。暗闇の中では何

もできず、心身的に多くのストレスを感じま

した。照明だけではなく、電力はさまざまな

用途に必要なものであり、主要な避難所には

自家発電が必要と考えますが、いかがお考え

ですか。 

 次に、トイレについて。現状の水洗式トイ

レでは対応できなくなるのは明白です。以前、

同僚議員も質問されていましたが、それ以後、

具体的な解決策はありましたか。難問である

ことは理解していますが、大切なことですの

で、お考えをお示しください。非常にシンプ

ルな質問だと思いますので、明確な答弁、よ

ろしくお願いします。 

○議長（中西峰雄君）１番 岡君の一般質問

に対する答弁を求めます。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

〔総務部長（中山哲次君）登壇〕 

○総務部長（中山哲次君）それでは、避難所

における自家発電とトイレ対策についてのお

尋ねの件についてお答えをさせていただきま

す。 

 最初に、各避難所に自家発電設備の設置に

ついてのご質問にお答えをいたします。 

 自家発電設備の設置状況については、市内

35箇所の拠点避難場所のうち、一昨年建設さ

れた県立紀北工業高等学校の体育館と広域避

難地に指定されている橋本市運動公園の県立

橋本体育館に整備されています。したがって、

市内35箇所の拠点避難場所のうち34箇所の拠

点避難場所及び10箇所の防災活動拠点となる

地区公民館などの防災活動拠点には設置して

おりません。 

 電力被害について、東海・東南海・南海プ

レート型地震、マグニチュード8.6クラスでの

被害想定をご説明させていただきますと、市

内の電柱が約20本程度転倒、架空電線被害延

長約２キロの被害が生じ、地震直後は、最大

市内の約25％、約１万8,000人が停電による被

害を受け、地震発生１週間後には、約９割は

電力復旧される予測結果となっております。 

 中央構造線直下型地震、マグニチュード８

クラスでは、地震発生直後は、全世帯の約７

万人が停電の影響を受け、地震発生１週間後

でも、約２万2,000人が停電したままであると

予測されています。 

 議員おただしのとおり、避難生活者に対し

て心のケアも含め、照明を含めた電力設備の

ない避難生活の回避は大変重要であると考え

ます。そのための電力確保手段としての本市

の現在の考え方は、自家発電機設置費用が１

機当たり500万円から1,000万円を要すること

などから、本市の財政的な課題と、県下や近

隣等の自家発電機の設置状況から、議員おた

だしの自家発電機の整備ではなく、発動発電

機での対応を基本に考えております。議員の

貴重な実体験からも切実で重要なポイントと
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思慮しますので、自家発電機による電力確保

については今後の検討課題といたしたいと思

います。 

 まず最初に、自家発電についてなんですけ

ども、拠点となっても、小さな地域の避難所、

小規模というか、そういうところは発動機系

で賄えると思うんですけども、例えば、ここ

に書かせてもろたんですけど、中学校とか体

育館クラスの大きなところをその小さな発動

機で賄えるかというと、それ、不可能ですよ

ね。しかも、僕も仕事柄使うんですけども、

非常ににおいが出ますよ、煙等、におい出る

し。しかも、電力的にも燃料の減りも早いと

いうのもあるし、数をたくさん置けば置くほ

ど、１個に対する燃料の減りも早いしにおい

もするし、避難所にはあまり適しない部分が

ありますので、それは、小さなとこでは対応

できると思うんですけども、やはり大きなと

ころというのは、今先ほど答弁のほうでもあ

りましたけども、県の新しい紀北の体育館に

しても、今自家発電、取り付けていますよね。

県のほうも、具体的な話というのは僕はお聞

きしていないんですけども、やっぱり防災の

観点からして自家発電の設備を体育館に取り

付けていっていると思うんです。 

 次に、二点目のトイレについてであります

が、本市の地域防災計画の生活必需品備蓄と

して、各避難所に１台の設置を基本として位

置づけており、トイレの備蓄状況は、ダンボ

ール組立式トイレを40基と仮設トイレ１基を

備蓄しております。また、災害時に仮設トイ

レを提供していただける地元の防災協力事業

所もございます。 

 次に、東海・東南海・南海プレート型地震

での最大避難所生活者数、約1,900人で、中央

構造線直下型地震での最大避難所生活者数は、

約12倍の２万2,000人にのぼる予測がなされ

ており、そのときの仮設トイレの最大不足数

は270基と本市の地域防災計画に示しており

ます。 

 また、阪神・淡路大震災においてトイレの

問題が大きく取り上げています。なぜならば、

尿をもよおしてもトイレに行けないため、食

事や水を摂取せず避難所生活を続けることで

災害エコノミークラス症候群に陥ることが問

題となりました。本市といたしましては、阪

神・淡路大震災の教訓や中越沖地震での柏崎

市の対応としては、各避難所に５基から６基

ずつトイレが設置されていることなどを踏ま

えまして、下水道直結型のトイレや携帯トイ

レなどの検討も含め、本市のトイレ計画の見

直しが必要と考えております。 

 そういった意味でも、やはり市内の大きな

中学校、小学校というところの避難所には、

今後早急に付けていくべきだと僕は思います。

それは、もうこれは要望で結構です。言うて

も、いつまでなというような話をしても押し

問答になるだけなんで、それはもう結構なん

ですけど。 

 ただ、僕、もう一個気になるのはね、やっ

ぱりこういうことは、阪神・淡路大震災が起

こったときに、もう事実すぐに起こった問題

ですよね、こういうのは、正直な話。阪神、

あの大震災が起こったときに、各市町村もそ

うですし自治体もそうですし、防災というの

にすごく力を入れていろんなことを、例えば、

橋本市、木下市長が防災無線に力を入れたよ

うに、いろんな形で防災というのに取り組ん

 今後とも、議員の貴重な体験を生かせるよ

う、本市の計画づくりに取り組んでまいりま

すので、ご理解のほど、よろしくお願い申し

上げます。 

○議長（中西峰雄君）１番 岡君、再質問あ

りますか。 

 １番、岡君。 

○１番（岡 弘悟君）ありがとうございます。 

－76－ 



でこられたのは事実なんですけども、その後、

その防災、その初期動作のことばっかり力を

入れてしまって、その次のステップというも

のに対しては、なかなかそこまでたどり着く

市が、行政というのが少ないように思われる

んです。 

 それは、やっぱり神戸市は、今非常に、防

災のことを調べても、お話をお聞きしても非

常に進んでおられるのは、やはり体験してい

るから。体験して、次のステップも体験して

いるから。実際、ここ、僕ちょっとトイレ、

そのトイレについても一緒にやらせてもらう

んですけども、これも、事実、１日でいっぱ

いになりますよ、避難所のトイレ。次の日、

もういっぱいになりますよ。対応できます、

その簡易型とかダンボール型とか言うていま

すけど。できないでしょう。わかりきっとる

ことなんですよ、こんなこと。だから、僕が

思うにはね、やっぱり次のステップというの

は、やはり今ある防災とセットで考えていか

なあかんことやと思うんです。 

 僕、このトイレ、電力もそうですしトイレ

もそうなんですけどね、これ、今現状ね、ち

ょっと答弁いただきたいんですけども、この

トイレですけど、その今用意している部分で、

まあ対応できないのはわかっとるんですけど

も、対応できるかどうか、ちょっと答弁願え

ます。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）私の感想といいま

すか、正直に対応は難しいと考えております。 

○議長（中西峰雄君）１番 岡君。 

○１番（岡 弘悟君）すみません。ちょっと

答えにくい質問を無理やり答えさせてしまっ

たような形になって申しわけないです。 

 もう事実ね、対応できないんですよ。もう

それ、わかっとるんです。わかっていたら、

対応できるように対処していかなあかんです

よ。そやけん、それを、今、何というんです

かね、わかっているけども見て見ぬふりして

いるというか、できないからやらないってな

っとるじゃないですか。でも、やれる方法を

考えていかな、どっかで探らなあかんです。

なるのわかっとるんです。もう既にお手本が

すぐそこにあるんです、神戸市に。こうなっ

たんですよ。 

 これはね、トイレってね、男の人だけじゃ

なくて、やっぱり女性もね、非常に困るんで

す。男の人以上に困る。そんな対応も何も考

えていないでしょう。やっぱり考えていかな

ならんですよ。考えていかんことには最終的

に結論は出ないですよ。これを、その、当た

り前のことを僕は当たり前に言うとるだけな

んですけどね、何もこんな高いとこから偉そ

うに言うて申しわけないんですけども。 

 やっぱり今後、僕の考えではね、やっぱり

トイレというのはね、今の水洗式で、じゃ、

どないすればいいんやという話になったとき

に、やっぱり雨水、雨水利用するトイレ、や

っぱりそれは考えていかなあかんことやと思

いますよ。実際ね、僕、これ聞きたいんです

けどね、橋本市の公共施設でね、雨水を利用

して水洗式にしているトイレって何箇所ある

んですか。ちょっと答弁願います。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）ございません。 

○議長（中西峰雄君）１番 岡君。 

○１番（岡 弘悟君）これね、環境のことも

考えたらね、結構、今、トイレの水は飲めま

せんとか、この水は飲めませんとか、雨水を

利用していますというトイレ、結構、今、高

速道路の休憩所のトイレとかでも結構ありま

すよね。雨水だけで対応できないとは思うん

ですけども、やっぱり雨水でも非常時使える

ように対応していったら、ある程度カバーで

きるとは僕は思うんです。そういった対応も
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して。だから、今後ね、今後なんですけども、

今の設備をいっぺんに変えていくというのも

無理やとも思いますけども、先ほどから財政

難、財政難て副市長もよくおっしゃるんでね。

それは無理だとは思うんです。今後ね、新し

くつくっていくところに関しては、まずね、

やはりそういったことを考えて計画を立てて

いくべきやと僕は思います。 

 例えば、新しくあやの台の小学校が新設さ

れるという計画が今上がっているんであれば

ね、もちろん、そこは災害の拠点になるのは

もう明白ですよね。災害の避難場所になるの

はもう明白になってきている。じゃ、その拠

点に対してトイレの水の対応はどうするんや

と、また今までどおり水道水つないでしまう

んでしょう。考えていなかったらそうですよ

ね。そうじゃないですよね。やっぱりそうい

うところはどんどん考えていく。例えば、保

健福祉センターの建設について今計画が上が

っていると。じゃ、それに対して水道水つな

げるんかという話になってしまいますよね。

気づいていなかったら普通につなげてしまい

ますよ。あとから、いやいやいや、またやら

なあかんのやけどお金がないんよという話に

なってしまうんで、やっぱり今後考えていく、

環境問題、環境問題という話を、もう出てき

た時点で、やっぱりそういった利用も考えた

ら、最終的には防災にもつながっていると思

います。 

 基本的に、水道水で断水してしまいますと、

上から水を流してやらないと水洗式のトイレ

は流れませんので、実際の話、救助物資のペ

ットボトルの水流すんかという話になってし

まいますんで、それでは話は全くおかしな、

あべこべな話になってしまいますので。ちょ

っとぐつぐつ言い過ぎたんですけど。 

 基本的に、雨水の利用を考えて水洗式のト

イレを今後建設していくのは可能なのかどう

かというのをちょっと答弁いただきたいんで

すけども。この場で答えるのはちょっと難し

いですかね。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）ご答弁させていた

だきます。 

 ちょうど１年前の３月議会でもご質問いた

だいて記憶にはあるんですけれども、公園の

中にも防火水槽等も設置してもございますし、

各市内の学校施設にもプールもございます。

とりあえず私ども考えておりますのは、万が

一のときに地震等発生したときにはそういっ

たものを、その水を利用していきたいとまず

は考えております。ですから、ご質問いただ

いている部分に答弁にはなっていないことは

わかってはおるんですけど、まずは、そうい

った防火水槽なりプール、そういったものの

施設も利用したいと、そういうことは考えて

はおります。 

 ただ、今、一つの例として提案していただ

きました。例えば、あやの台小学校にとか保

健福祉センターにという話については、ちょ

っと私も即答はいたしかねるわけですけれど

も、ただ、私ども、今現在、国の予測により

ますと、東南海・南海地震が60から70％とい

うことで、実は上がってきておるということ

で国のほうから発表されております。そうい

うことにつきましては、年を追うごとに危機

感は感じておりますので、今後、先般来も部

課長、管理職集めまして地震発生後から２時

間の机上訓練もさせていただいております。

私としたら、今議員ご指摘の体感された避難

所設営の訓練もしていきたなというふうには

考えてはおるわけでございます。 

 そういったときに、やはり私自身も、数年

前には橋本中学校の体育館で県の協力を得ま

して避難所設営の中で体験をさせていただき

ましたけれども、平常時であっても、真夏で
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あったんですけど、大変な状況になってまい

りました。訓練であっても。ですから、これ、

実際に災害が発災したときの避難所の状況た

るものは、もう議員一番体験されております

ので私がもうお話するとこではないとは思う

んですが、そういったことも踏まえまして、

そうした中でトイレが足らないということも

先ほどもご答弁させていただいております。

発電機につきましても、とてもじゃないけど

足らないと。 

 ただ、そういうことにつきましては、各市

内の建設業者なり、応援協定を結んでおりま

す隣接の市町村なり県、自衛隊等の協力に頼

らざるを得ないのかなというふうには考えて

おります。 

 ただ、私も一点気になっておりますのは、

発災害直後のその日の対応についていかにど

うするか。応援体制は即には来ていただけな

いであろうというふうに考えておりますので、

とりあえず、最初に発災した後の避難所の運

営なり対応策、そういったものは必要最小限、

予算の許す範囲では対応していく必要がある

んではないかなというふうには考えておりま

すので、今後、橋本市の地域防災計画を見直

す時期に来ておりますので、そういったこと

も含めまして総合的に検討させていただきた

いということで、ご答弁になっていないかも

しれませんけれども、とりあえずご答弁とさ

せていただきます。 

○議長（中西峰雄君）１番 岡君。 

○１番（岡 弘悟君）ありがとうございます。 

 僕、これ、避難所的にとらえるんじゃなく

てね、だけじゃなくてね、僕が経験したのは

ね、やはりその避難所に来られる方というの

は、基本的に、災害、今ほんまに災害に遭っ

ている方を助ける側でもあるんですよ。実際

に、避難されてきているんやけども、僕も実

際そうやったんですけどね。若い子、来てと。

人が埋まっているから掘ったってくれと。あ

んたら若いんやからそんなとこでおらんとこ

っちに来たってくれ。また、それを終わった

ら、疲れて帰ってきたら、また避難所に戻っ

て来るというような生活になってくるんです

よ。ほんまに、ただ避難されて来ているだけ

の方じゃないです。 

 だから、そういう防災の拠点、言うたら、

行政で全部賄えたらいいですよ、それを。賄

うの不可能でしょう、僕、前も質問させても

らったけど。やっぱり地域の住民の方の協力

がないと救助活動てできないじゃないですか。

救助活動の拠点にもなるんですよ、そういう

場所というのはね。そこに電力はないわね、

トイレはないわねというような話になってし

もたら、そこが拠点にならないですよ。僕、

それは経験しとるんですよ、実際。真っ暗の

とこで何を言われても皆動けないんですよ。

でも、そこが明るかったら、そこでみんなち

ゃんと話できるんですわ。実際、電気が通っ

たときに、実際、みんなで集まって話ができ

たんです。みんな、そういう話もしようとい

う気になるんですよ。でも、真っ暗のとこで

ね、もうほんまに自分も不安やのに人なんか

助けれられへんという状況になるんですよ。 

 だから、そういう意味でも、やっぱりね、

防災という意味で、ただ避難して明るかった

ら安心するというだけで僕はこういう話しと

るんじゃないんでね。やっぱりそこにおって、

無事にそこに避難されてきた方の、若いとい

うか、もう何名かの方はね、ほとんど全員か

もしれないですよ。今災害に遭って埋まって

いる方、僕は実際埋まっている方、何人も掘

りに行きました、正直な話、掘りに行きまし

た。そういうとき、自分も被災者ですよ。で

も、自分は埋まっていないから掘ってあげな

あかんという、だから、若い子はどんどん来

て。でも、それは、やっぱり、何て言うんで
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すか、ちゃんと自分らの状況を把握できると

ころじゃないとそういうことはできない。真

っ暗なときに、運動場の真っ暗なとこみんな

寄ってきて、みんな集まって話して、あそこ

で人が埋まっているから助けに行ってくれと

言われても、みんな動かないです、動けない

です。やっぱりちゃんとして、ただ、その明

かりのことだけですごくこだわるんですけど、

ほんまにその明かりがあるだけで全然違うん

ですよ。 

 経験したこと、ほんまに真っ暗闇って経験

したことあります。橋本市でも、夜中の４時

でもちょっと暗なったなと思っても、何かし

ら明かりついていますよね。ほんまに真っ暗

なんですよ。何も見えないですよ。そんな状

況で動けるはずがないんですよ。人間動こう

としないです。やっぱりそういう部分でもね、

一つ明かりがついていたら、皆そこに寄って

来てくれますわ、元気な人も。やっぱりそう

いう状況をやっぱりつくっていかなあかんと

いうのかな。 

 また、しかも、けがしている人というのは、

明かりがあるだけで安心する。そういう状況

をつくっていかなあかんので大事なことかな

思って質問させてもろたんです。 

 トイレの水のことについても、ほんまに次

の日に女性の方が非常に困ってはったんです

わ。もうほんまに我慢してはったんでね。も

うそこでようせんという方、たくさんおられ

たんでね。どないかしてよと言われたんけど、

水がないし流せないし、かと言って、都市部

やから外でできないし。非常に女性の方がほ

んまに、女性の方、僕ら男やったんでね、男

やからええというわけじゃないんですけども、

ある程度のことはもう我慢してと思ったんで

すけど、女性はそういうところはやっぱり被

災されていても女性というのは気にされるん

でね。そういうところはやっぱり行政がカバ

ーしていくというのが大事やと思いますんで

ね。 

 僕は、雨水の利用だけをこだわってという

か、僕の知識が浅いんでそれしか考えが及ば

んかったんですけど、ほかに何かあるんであ

ればね、やはりこの二点というのは早急に課

題に上げて今後考えていってもろたら、その

地域の協力というか、地域、その災害が起こ

ったときに地域のつながりが密になる、一つ

の、これ、基点になりますので、基地になり

ますのでね。その辺は、今後、その行政で賄

える、賄えないという部分というのは自治体

が賄っていくというのは、これはもう災害時

は当然のことなんです。それは、行政がそれ

の手助けの一つとしてこれは考えていっても

らえたらいいなと思いますので、今後も、本

当に真剣に考えてください。僕は、最終的に

非常に役に立つことやと思います。はい、こ

れ、要望なんで、はい。 

 以上で僕の質問を終わらせていただきます。 

○議長（中西峰雄君）これをもって、１番 岡

君の一般質問は終わりました。 

 この際、午後１時まで休憩いたします。 

（午前11時57分 休憩） 
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